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昨年広島の学会で報告 したその後の結果について, まだ纏 った結果はない

か,二三報告する｡

1) U≠ Oの場合.学会で述べたU- Oの募金は simplesquarelatticeヽ

でnearestneighbo耶 interactionlVのみを入れた ものであ~ったo Uを入れ

た場合 polarizati弧 の緩和詫こ非二線型効果か現われ るかか一つの問題点であし

ったか,結果は否定的であるO計算絃T-:Oか ら出発 してそれぞれ T=1.占Tc

l･4Tc,1･2Tc,1･OT｡,-O･8Tc,diTc,0･5Tc,0･4Tc(Tcはp- 0の場合の

臨界温度)について行った｡も､づれの場合 もpolarization は 2ndstage

において singlee坪On･efrt細石decay をす る. 計算 に擬 してU==-0,8V

(Ⅴ- 5･52568)としたかが これはmoleculorfieldか ら予想 した,実験

値に対応す る値であるOなお sizmtation の reproducibilityをチェ ックす

る意味で, T- O→ 8･5軍e→ t2Tcの場 合をT三言0→ 1･2Tcと比較 してみ

たo 予想通 り口5Tc- 1･打 Tc･の-deeay はT- 0- 1･2Tcのそれ とよく一致

する｡

2) spincorretaEtion の ti血ed管pendeuce.nearestおよび 2nd n飽r虜t

neighbour問の sp紬 corr､ela;tion か車衡i王達す るまでの時間 は, あ る単位

時間で測って表の通 りである. (U- 0)T-1･05Tc,1･81Tc･の場

61CFI称 OIOl+2 2anstageの終りまでの昭司

T=2･O Tc ～TQ8 -紺 OJ ～210

1･2 Tc -300 -500 - 1 700 -2000

1105Tc -1000 -1000 > 2 2-000

1･01Tc ～細 80- -1000

合は平衡状態に達するまで計算が行われ ていないため, 2nd stageの終る
iZ5

までの時間はわか らない占1stst苧geか ら2nd stageへ移行す るまでの

時間は,いづれの場合 も- 50であ る｡
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5) relaxationtimeの (T-Tc)/Tc dependence. 学会におい

ては,U- 0の とき,T- 2.OTc とT- 1.2Tc での計算値を緒ぷ直線の勾

配か 一子 となることを述べたれ さらにT- 1･4Tc での計算値 もよくこの

直線上にのることか確め られた9 ただしこの結果は unittimeの温度依存

性を無視した場合に成 立 し, これを考慮すると事情は変る｡この点は未解決

である｡

4) 外場がある場合 (U-o),T-1.4Tcの平衡状態にある系に外場H

をかけて polarizationや ■buildup を計算中である｡H- 1･q O･8.,0･6,

0･4,0･2について行 ったOこのHの範囲ではHに 与る非線形性が現われてい

る｡ さらにHを小さぐしてweaklimitでのAbe の理論との比較など今後

行 う予定である｡ 一
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